
2023 年 5月 21日    福音によって苦しむ人々に仕える 
 
 私は、先日の召天者記念礼拝と墓前礼拝を終えて、少し気持ちがゆっく
り出来ましたから、教会のコロナ禍三年間を思い起こしていました。日本
の多くの教会が私たちを含め、新型コロナウイルス対策として礼拝のオン
ライン化、あるいは様式の変更や縮小を行いました。 
 三年前、この国の現状は恐れ以外の何ものでもありませんでした。医療
関係者や福祉の方々は戦場の中にいるような日々でした。一方、私たちの
教会は、恐れに包まれて右往左往していなかったか…と。 
 私たちの教会はコロナ禍の中にある人々に、そして教会員に、「希望と
励まし」を与えていたか…と問うています。 
 不安とヒステリックなバッシングが横行する社会にあって、福音の「希
望と励まし」を与える教会だったか…と思い巡らしています。 
 まだ、コロナ禍も終息はしていませんが、私たちの社会は前に向き始め
ました。教会は人々が不安や恐れに立ち向かえるように福音を語り、福音
を伝えて参りましょう。 
 昨年はコロナ禍の中で教会のみなさんとご一緒に、新しく班制度,リーダ
ー選出、山宮師夫妻と三沢師夫妻のお招き、受浸者と新しい教会員、外壁
工事、植物部の発足、クリスマス食事会、聖餐式、事務集会、教会規則採
択 etc がありました。 
 今年度は、信徒説教者、召天者記念礼拝.墓前礼拝、濱谷師を迎えて伝道
集会、四日市 SSキャンプ、夏季聖会、SS教師交わり研修会、聖餐式、事
務集会などがありますから,ご一緒に歩きましょう。 
 折々に語るのですが、どれほど「教会は真理に立つように」と教えても、
教会に輝きや喜びがなければおかしいと考えてみましょう。真理のため、
信仰のため、神のために…は正しいのですが、「ためにために」とあまり
言われると嫌気がさしてくるのではないでしょうか。私たちは「暗闇を打
ち破り、福音によって、苦しむ人々に仕える」というファンダメンタリス
ト【根本主義者】です。エペソ 1:1～14 

   主に感謝するのは，良いことです。いと高き方よ。 
   あなたの御名にほめ歌を歌うことは。 詩篇 92:1 
● 今日の礼拝は谷口執事が担当下さいます。日曜日はキリストの輝かし 
い復活・勝利の日です。「喜びの日」(イザヤ 56:4-71.58:13-14)として、
罪の赦しの恵みを感謝します。ヘブル 10：19～25  
● 日曜学校、礼拝、集会後の挨拶などに喜びと祝福がありますように。
礼拝が、会堂と家庭で結ばれていることに感謝いたします。  
● 新年度から執事と藤本兄に加えて、役員会(通称リーダー会)の三名
【高木兄.晋一兄.義岩兄】が信徒説教者として、礼拝のメッセージを担
当【各,年二回の予定】されますからお祈り下さい。来聖日は晋一兄が
ご奉仕です。感謝と祝福を。 
● 先聖日(5/14)は、教会で葬儀をされた故人のご親族(山口、大阪、大
津、天白区、緑区から)とご一緒に、召天者記念礼拝でした。礼拝後３:
００から、教会墓地(復活園)で墓前礼拝とベテルハウスで「偲ぶ会」を
ご一緒しました。記念礼拝にあたり墓地委員会【谷口執事、藤本兄、篠
田姉、 
絹江姉】のお働きに感謝。 
● 健康のすぐれない兄姉、遠方の兄姉はためらわずにオンライン礼拝
【晋一兄、雄志兄、聖音兄、契悟兄】にご参加下さい。 
● 今日は第三聖日。午後はリーダー担当による班別集会があります。 
● 7/16(第三聖日)の礼拝説教者に、濱谷勉先生【瀬戸教会牧師】をお
迎えしています。新しい方々への福音メッセージが語られます。今から
家族や友人にお伝え下さい。 
● 先週も「やりたいこと…教会の玄関を明るくする。主のみわざの一
つである植物を通して、地域にあかしする !  教会をきれいにしたい、
いっぱいお話しをする」植物部【香住姉】メンバー10 名による、平日
の花々の手入れに感謝します。 



● 復活園理事会【山崎先生】「復活園.草刈分担表」と「ベテル報」を
頂いていますから掲示。6/4(日)午後は合同作業日。雨天は次週。会別
集会変更は各担当者(契悟兄.美代子姉.西村兄)から。 


